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Ⅰ 一人ひとりが感染対策を

１ 基本的な感染対策

自分が感染しないために
・正しいマスクの着用、こまめな手洗い、外出先での手指消毒設備の活用、こまめな換
気による空気の入れ換えを行ってください。

・「三つの密」を回避して、人と人との距離を確保し、大声での会話を控えてください。

・旅行や帰省に伴う移動や、多くの人が集まる場所では、混雑の状況に十分気をつけて、

基本的な感染対策の実践など感染リスクを回避する行動をとってください。

感染拡大を防止しながら日常に近づけるため、

｢自分が感染しない｣、｢ほかの人に感染させない｣、

｢感染をひろげない｣を常に意識した行動をお願いします。

・部屋の換気、こまめな手洗い・手指消毒を心がけましょう

・少しでも体調が悪い場合は、医療機関に電話の上、受診し、

家族を含めて通勤・通学・通園は控えましょう

・体調に不安がある時は、家族を含めて外出を控えましょう

・人との距離を確保し、大声での会話など感染リスクの高い

行動を避けましょう

新型コロナウイルス感染症の新規陽性者数は、感染力が高いとされるオミクロン
株のＢＡ.１からＢＡ.２への変異がある中でも、ＧＷ後に急激な拡大もなく、重症
化リスクの高い高齢者への３回目ワクチン接種が進んだことなどから、病床使用率
や重症者の割合も低い状況が続いています。
これから暑い季節を迎えることから、屋外ではマスクを外すなどの対応も必要と

なってきますが、社会経済活動を進めていくため、改めて一人ひとりが感染に注意
して行動いただくようお願いします。
また、府民の皆様・事業者の皆様には、ワクチン接種を希望する方の積極的な接

種をお願いします。



ほかの人に感染させないために

・毎朝の検温等による体調管理を行い、発熱や咳等の症状がある場合は医療機関へ相談

してください。

・高齢者や基礎疾患のある方、これらの方と日常的に接する方は、感染リスクの高い場

面や場所への外出を控えるなど、特に注意してください。

・従業員等で高齢者や基礎疾患がある方、同居者にそうした方がいる場合は、本人の申

出を踏まえ、在宅勤務や時差出勤等の就業上の配慮を行ってください。

感染をひろげないために

・事業所等でひろげないために
・在宅勤務（テレワーク）、時差出勤、自転車通勤等、人との接触の低減に取り組んで
ください。

・従業員等に対する出勤時の検温等の健康管理を行い、家族を含めて発熱や咳等の症状

がある場合は勤務させないとともに、医療機関へ相談するよう指導してください。

・職場の感染対策を再点検し、特に居場所の切り替わり（食堂、休憩室、更衣室、喫煙

所等）での注意喚起を徹底してください。

・特措法第24条第９項により、業種別ガイドラインの遵守を要請しますので、適切に取

り組んでください。

・学校・保育所等でひろげないために
・学校、保育所等での生活や送迎などの学校、保育所等で決められた感染対策のルール
を守ってください。

・毎朝の検温等、子どもの体調管理を行い、家族を含めて発熱や咳等の症状がある場合

は登校や登園を控えてください。

・学校等の休業期間においても感染リスクが高い行動を控えるよう注意喚起してくださ

い。

・医療機関・高齢者施設等でひろげないために

・医療機関、高齢者施設等での感染拡大を防ぐため、面会などの各施設で決められた感

染対策のルールを守ってください。

・高齢者施設内の感染拡大を防ぐための従事者等に対する検査を行ってください。



２ 正しいマスクの着用

・マスク着用の考え方
（※令和４年5月23日付 基本的対処方針改定後）

身体的距離が確保できる
（２ｍ以上を目安）

身体的距離が確保できない

屋内（注） 屋外 屋内（注） 屋外

会話を行う 着用を推奨する 着用の必要はない 着用を推奨する 着用を推奨する

会話をほとんど
行わない

着用の必要はない 着用の必要はない 着用を推奨する 着用の必要はない

（注）外気の流入が妨げられる、建物の中、地下街、公共交通機関の中など
※ 特に夏場については、熱中症予防の観点から、屋外の「着用の必要はない」場面

で、マスクを外すことを推奨。
※ 高齢者等との面会時や病院内など重症化リスクの高い者と接する場合にはマスク

の着用を推奨

屋外でも、身体的距離が確保できず、会話を行う場合は、
マスクを着用しましょう

屋内でも、身体的距離が確保でき、会話をほとんど行わ
ない場合は、着用の必要はありません

３ 飲食時の感染対策

※認証店：アクリル板の設置や適切な換気など、京都府が定めた基準に基づく感染防止

対策が実施されている飲食店

飲食時には
・適切な感染対策が講じられているお店（認証店）を
利用しましょう

・会話の時はマスクを着用しましょう

・お店では大声で話さないようにしましょう

・余裕を持った配席で、長時間に及ばないようにしま

しょう



Ⅱ ホール等での催し物の開催について

令和4年3月22日以降の催し物（イベント等）の要件
（特措法第24条第９項に基づく要請）

（注）感染防止チェックリストを作成し、ＨＰ・SNS等で公表が必要

※演奏会や講演会、演劇などの催し物は、会場収容定員での開催が可能です。
(一席空けなどは不要です)

大声とは…観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること

＜大声の具体例＞観客間の大声・長時間の会話

スポーツイベントにおいて、反復・継続的に行われる応援歌の合唱

※ 得点時の一時的な歓声等は「大声あり」には当たりません。

施設の
大声 規模
の有無 .

収容定員
5,000人以下

収容定員
5,000人超～10,000人

収容定員
10,000人超

大声なしの
イベント

収容定員まで
入場可（注）

5,000人まで
入場可（注）

収容定員の
半分まで
入場可
（注）

「感染防止安全計画」を策定した場合、
収容定員まで入場可

大声ありの
イベント

収容定員の半分まで入場可（注）

開催規模に関わらず、業種別ガイドラインに基づく入場
整理等の感染防止対策を徹底してください



Ⅲ ワクチン接種の推進

・ワクチン接種を希望する方は積極的に接種してください。
・ワクチン接種を希望する方(児童・生徒等含む）が、気がねなく接種に
行ける環境を職場や学校等で整えてください。

１ 若年層への３回目接種を推進

２ 重症化リスクの高い方への４回目接種を推進

市町村と連携してワクチン接種を進めます

〇ワクチンの選択機会を広げる
・市町村による若年層向けファイザー接種会場の
設置

・京都タワー会場でノババックスによる３回目
接種の実施 6/1(水)～受付（6/8（水)～接種)

・ノババックス接種を行う医療機関の確保

〇接種機会の確保等

・市町村による若年層が接種しやすい曜日・時間
帯（週末・夜間）の接種会場の設置

・大学・企業等へワクチン接種チーム「ワクチン
接種バス」を派遣し、出前接種

・京都タワー会場で保育ルームを設置
6/3(金)～設置(※月・金)

（市町村）
・高齢者施設入所者の接種を６月から開始
・３回目接種の実績を踏まえ、個別・集団接種を

順次開始

（京都府）
・府会場３箇所で、４回目接種の予約受付・接種

5/26(木)から予約受付・接種を開始

・対象者：①または②に該当し、３回目接種後５か月を経過した方

①60歳以上の方

②基礎疾患を有する等医師が重症化リスクが高いと認める方


